
2023 年度 	 外科業績 	

学会発表 	

第 43	回 九州肝臓外科研究会	学術集会 2023年 1月	
座長 
別府 透：主題 1 肝細胞癌に対する分子標的薬時代の手術戦略（座長） 
別府 透：主題 2 原発性・転移性肝がん治療における ICG蛍光法の活用 

第 1回 日本アブレーション研究会 2023年 1月	
座長 別府 透  
発表 別府 透 切除不能大腸癌肝転移に対する「化学療法と局所アブレーシ
ョンを積極的に併用したコンバージョン肝切除」 

第 59回日本腹部救急医学会総会 2023年 3月	
一般演題 
山村謙介：稀な形態を呈した成人発症の腸回転異常症の1例 
織田枝理：移動盲腸が嵌頓し緊急手術を要した鼠径ヘルニアの1例 
松村和季：バイク交通事故にて肝損傷をきたし早期に肝動脈塞栓術を施行し治
癒し得た1例 

第 123回 日本外科学会定期学術集会 2023年 4月	
一般演題 
山村謙介：切除不能大腸癌肝転移に対する局所焼灼療法の積極的な併用による
コンバージョン肝切除 
石河隆敏：地域医療 中核病院外科医の働き方改革に向けてーＣＯＶＩＤ－１
９流行下の労働時間制限で予想される地域外科への影響 
辛島龍一：多職種が協働することで実現するERAS重視の大腸切除クリニカル
パス 

The	International	College	of	Surgeons-US	Section 2023年 5月	
Invited speaker 
Toru Beppu: Treatment strategy for bilobar colorectal metastases 

第 21回日本ヘルニア学会学術集会 2023年 5月	
一般演題 
辛島龍一：「山岳ガイドの心構えで考える鼠径部ヘルニアの手術アプローチ 

第 35回日本肝胆膵外科学会 2023年 6月	



シンポジウム 
別府 透：Proposal of a novel H category-based classification and 
validation study of the JSHBPS nomogram for patients with colorectal 
liver metastases in the recent era - a nationwide survey in Japan 

第 78回	日本消化器外科学会総会 2023年 7月	
ワークショップ 特別発言 
別府 透：Adjuvant chemotherapy (AC) for colorectal liver metastases 
based on the risk stratification 
一般演題 
松村和季：術中 ICG蛍光法により根治可能となった直腸癌・多発肝転移 腹腔
鏡下同時手術症例 
織田枝理：術中に ICG蛍光法を用いて完全摘除に成功した肝細胞癌副腎転移の
１例 
山村謙介：腸管切除を伴う嵌頓鼠径部ヘルニアに対する治療戦略 
辛島龍一：症例に対する私の工夫：骨盤骨折術後鼠経ヘルニアと再々再発膀胱
ヘルニア 

第 59回日本肝癌研究会 2023年 7月	
ディベート司会 
別府 透：【巨大肝癌に対する anterior approach の是非】 

第 16回九州ヘルニア研究会 2023年 9月	
テーマシンポジウム 
辛島龍一：「抗血栓薬内服継続下での Lichtenstein 法は安全に施行可能であ
る」 

第 42回 Microwave	Surgery研究会	（山鹿市）  2023年 9月	
会長：山鹿市民医療センター 病院事業管理者 別府 透 
イブニングセミナー 
別府 透：大腸癌肝転移に対する集学的治療―薬物療法、肝切除、局所焼灼療
法併用の重要性― 
スポンサードシンポジウム 
辛島龍一：腹腔鏡下鼠径ヘルニア修復術を通して感じた手術用マイクロ波メス
Acrosurg.の可能性 
特別企画 
石河隆敏：進行大腸癌肝転移に対する 「化学療法とアブレーションを積極的
に併用したコンバージョン肝切除」 



 



 

市民公開講座 	

2023年度	肝がん撲滅運動 日本肝臓学会主催 市民公開講座  	
2023年 7月	



 



 

山鹿市民医療センター	
第５回	市民公開講座 『山鹿でできる	肝がんの予防と治療』  	
2023年 9月	



 



 

研究会 	

2023年 8月 3日	
がんトータルケアセミナー会	 in	鹿本	



 



 
2023年 9月 22日	
『口から食べる』を考える会～ in県北	



 



 
2023年 11月 17日	
県北オンコロジーセミナー	



 



 
2023年 12月 18日	
鹿本医師会学術講演会（ハイブリッド講演会）	 	
～臨床医のための肝疾患	 A	to	Z～	



 



 
2024年 3月 1日	
Cancer	Care	Management	Seminar	in	県北エリア	



 



 
2024年 3月 7日	
緩和ケアと疼痛を考える会	 in	山鹿	
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